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99∴ 山形ベンl･ナイ トのアズキゾウふきシにたいする致死作用,とくに粒度との関係に

っいてO いわゆる不活性物質微粉の昆虫にたレけ る致死作風 T-かんする研究｡

鮮3報O 長沢摘丸 棒基千鶴子 (京都大学イヒ学軒先Blf武居研究室)弧 811'j･受軌

･T･緒 .雷

さきに筆者のひと(;長沢は,淡化笠も素冊 立のアズキ

ゾウ ムS,Callosob,1,CF"LSChime,3-isi.に･たいする致

死作朋についで,とくに粒姥との関係を=摘 ま的に報館

したO今回山形ペソけ イトにおいで,ほぼ剛 環の傾

向がみとめられためでJ論述の-暦 料とし'rCこれ馴 各

鎚することとする｡･本文にはいるにさきだち,戟寵な

る酔降を分鍛せられた閣勘附巴工業練武･会配にたいL'

授甚の謝意を寂する次節である｡

山形･iンftナイ71: 未発故にもちいたベン 1･ナイ

トは,髄 鞘 潤 村山郡左沢町地内において採取 癌木

職那須郡西郷粥野町斬在の問峯鉱化工業株式金融声域

において粉砕緒製せられ 風舗法によって妨1紬 こし

めすような3政略に大別されたものである｡こオLらの

TELbletAThedegreeof伽enssandth8

aver喝8diameterofthesarr)pl草pOWders
(m/m).

(Ku｡imineKd相加 gyoCo.Ltd.)
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El然状態における水分倉皇は 5･0%内外であったが,

実験には第 2報 (1950)に?べたところと同様L■1100

の龍蟻掛 こ5糊 糾 ､れてその合有水分を放逸したのち,

城代カルシウムのデシケ-'1-に保存しておいたもの

をもちいた.PIIの洞窟値は 7f)～8･5で,覇塩基性で

あるDその他 2,3の性質をしるせば,色相 V淡苛色

74姥,VA78賂 VAA80段≡,見料此罵 V0.53,◆vA

O･dS,VAAOA5,膨潤 y 5-1･5倍iVA 6-1.5倣,

V良A6-1･5倍で,蛸 窺 V35-i;I)cc,VA40-15cc,

VAA40-20ccであるQfi:お,平均したイヒ揮分析粘塊

は大体購2おのごとくであるO (以上粍すべて囲峯鋸

イヒエ範株式金紋の資柳 こよる｡)

を T如 C2･Theresultofchemica一analysis
of'′YamagataBcntonite′′L(Kunimine

'1{BkaK6gyoColLtdl)

Substance 1 %
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アズキゾウムシ : 飼育条件その他 すべて第 1報

(LOi7)に記載したところとおなじであるo

ⅠⅠⅠ･乗物填盤と方法

実験装置方法ともに筋2報 (1950)とおなじで湿度

300,関係温度73%の哉塊条件下でおこなったo供試

曲掛ま帆 雄ならびに鮒処理対照区ともそれぞれ 100

学 殖 115独 仏

プTlビIyl一箪L､'(.に変換したところの不満性勘男顔紬こ

去!;棒lする致死率は,時闇の対数にたいするよりも,その

冥数にたいして,よl)抵触的の関係をしめすこと朗 旨潤

した.この事実は,今回の実験鴇栗にもまた成立する

ものとかんがえられたから,この概念のもとに二者の

関係を同層方程式にもと軌 あわせでこれにかんする

Table3･Percentmortality-timedatafordiffel･el鳩particlesizesof′′YalnagataBentomiteIノ.

四であるoなおこの実陵綻昭和24年 10月により]1月

にいたる期間においておこなったものである｡

IV･茸鹸結果と膏薬

上述の方法によってえられた3段階の粒度にたいす

る致死時間 (T)の累横田分率を衆にしめすと,範 3

衣のごとくである｡筆者は,帯2報 (1950)においで

･1'空試験をおこなったO その結果株帯4寮にしめすご

とくであるO未申 咋Pを附したのは,有意水liq約･05を

逸脱したものであるが,他はいずれのものにおいでも

翻lq偶 と同情直税とのあいだに抽出誤盤の範囲内で,

たしかなる一致をみいだすことが可能であるQ約4宗

の中央致死時間がしめすように,山形べ'./け イ1･が

Table4.Summa,y｡fdataofexperimentsf｡ぎdifferentparticlesizesof
′′Y三magataBentonite′′(Tm :medianlethaltime)･
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アズキゾウムシの戚出にたいしこ,放縦作用を有する

こと払 その無処均旧における生存日靴と北棟するこ

とによってあきちかにいいえられる.ベントナイトの

観粉が昆虫にたいして,す くなからざる致死効果をも

っことは,すでに,Aca7Jt710SCelidesobtectus(Say)に

ついて Chitl(1939a)那,-JクゾウCalEmdraory甲ae

･L.およびグラナリヤコクゾウ CEIlarulragr,mariEIL･

について Chiu(193t)b)那,また D呈abroti･cad'LO-

decl.mlulctai;i(FJb.)について Richardson & Glo一

ヰer(1!)32)がのべているO なおペ ソトナイトの粒度

のこ濠かいものほどその致死作脚 怠おおきく,生存日

数はみじか くなっており,ベントナイトの有賀作脚 こ

たいする抵挽性は,雄よ州f:においでおおきいことも

あわせていい 与るもののようである｡不滑性物質雑粉

においてみられるこうした関係は,すでに帯 1紳5充

靖2報において報じたところであるが,第 2欄かこおい

てえられた粒蛙と,I致死時間との蘭係式の棲討ほ,本

給においてほあえてこれをおこなわないoなぜならば

粥料における粒度の均一性がいささかかけているも,の

のようで,詳細なる考察の試料として札 なお以上の

精選がこれには必要であると感じたからであるO不頂

性物質機粉の昆虫出たいする放ず研 刑 の機構究明は,

あらゆる面からこれをおこなわなければならないが･
ことに粒蛇との関係を鰍 ㌢るにあたってほ,その粒子

ゐ均一性 という関越が,詫火な意義をもっているo粗

粒子ItltIこ介麗す1,01,徹粒子は,すでに前群の低値を演じ,

お まゝかな方法によって粒度の大別をおこなった試料

では,輯概粒子の影響がいずれのものにもみられるは

す ご,粒度にカモんLで箪山的な考察をおこなうことは,

危険をともなう屯のではなかろ与かO/なおまた非脚 こ

こ濠かい粒子は,鈷鎚前後において,ふたたびありまっ

て粗粒子を形成することもかんがえられるゆえ,不満ヽ

性物質機船の粒既とそれが成上如羊たいしてしめす致死

効果とが,平翻 勺に噴射 -る範囲には,おのずから限

界があるはずであるO ･すでにこうした事矧 ま,Chiti

(1日39a',b)をはじめ,2,3のものによってLるされて

いる｡舘者が今岡えた結果もまた,この限界に壊す,?a
までのあいだにおし{てえられた結果であるとかんがえ

られる｡本矧 こおいでは,綿実を以上のごとく昔己載し

て商連の-資料 となすにとどめる次第で蕗)る｡

V.摘 盛

(1) 粒度を異にする (徽臥 rfI御 払 超轍粉)山

形ベVけ イト徴粉の昆虫にたいする致死作用を,ラ

ズキゾウムシの成虫をもちいて混酸300,関係温既'3

/oo/の蓑境条件下で兜的したo

(2) 山形べ y トナイトの微粉は,昆虫にたいt,て

あきらかな致死仲川を宥し,ある範田内においでは,

その粒子がこまかくなればなるほど,たかい致夢帥潤

恕しめすo

(3) Probit掛 軸こ変換した故紙率は,時閲の実

数にたいLで,砥椋的な関係をしめし'山形ベ ントナ

イ トの致死作肘にたいする抵抗性は,雄 よりも咽の方

がおおきいo
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